
除染等業務に従事する労働者の放射線障害防止のためのガイドライン

別紙６－３ 森林土壌の放射能濃度の簡易測定手順

１ 地表面から１ｍの高さの平均空間線量率から、森林の落葉層及び土壌（以下「森林土壌等という。」）

におけるセシウム134及びセシウム137の放射能濃度の合計が1万Bq/kgを下回っていることの判別方

法

１） 作業の開始前にあらかじめ作業場所の平均空間線量率Ａ（μSv/h）を測定する。（測定方法は

別紙３による。）

２） 測定された値Ａ（μSv/h）を代入して森林土壌等（15cm深）における放射性セシウム濃度を

推定する

Ａ（μSv/h）×3,380 - 190 ＝ C-134及びC-137の放射能濃度の合計（Bq/kg）

（例）空間線量率2.5μSv/hにおける放射性セシウム濃度

2.5μSv/h × 3,380 - 190 ＝ 8,260 ≒ 8250(Bq/kg)

早見表

空間線量率 Cs濃度 空間線量率 Cs濃度 空間線量率 Cs濃度

（μSv/h） （Bq/kg） （μSv/h） （Bq/kg） （μSv/h） （Bq/kg）

0.1 150 1.1 3,500 2.1 6,900

0.2 500 1.2 3,900 2.2 7,250

0.3 800 1.3 4,200 2.3 7,600

0.4 1,200 1.4 4,550 2.4 7,900

0.5 1,500 1.5 4,900 2.5 8,250

0.6 1,800 1.6 5,200 2.6 8.600

0.7 2,200 1.7 5,550 2.7 8,950

0.8 2,500 1.8 5,900 2.8 9,250

0.9 2,850 1.9 6,250 2.9 9,600

1.0 3,200 2.0 6,550 3.0 9,950

（※）時間の経過に伴い、減衰による換算係数の変動が生じるため、今後この変動が無視できないほ

ど大きくなる前に推定式を見直す予定。


